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項目 (10) 建物の用途 (20) 空間の用途 (30) BEの種類 (41) BEにおける材料の位置
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表 4 材 料 に 要 求 さ れ る 性 能1)
? ?? ‖










































二 ･=!,- :･ ご






??? ? ? ?? ? ?
















































































































































































山 田1.木 造空 間 の -特 性
図 66) (a)
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表 6 宝庫内外の温湿度日変化 (1956)13'
気 温 較 差
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A:ロー タ リー ポ ン プ D:マホ-ビン/ G:蒸気溜め J:試験体
B:吸収 塔 E:蒸気発生管 H :ガ ィス ラ-管 K :毛髪湿度計
C:トラ ップ F:温水(40oC ) Ⅰ:真空乾燥器 a～d:コック
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とおく｡すなわち,一定条件下で一回吸放湿の履歴を経た後の挙動で材料の調湿能を比較するものであって,










表 7 内 装 材 料 の 調 湿 特 性 16)
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